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【注意事項】 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いて見てはならない。 

２．印刷の不鮮明な箇所等がある場合には，申し出ること。 

３．解答用紙１枚と下書き用紙１枚を別に配付してあるので確認すること。 

４．解答は，解答用紙に記入すること。解答用紙以外に記入したものは無効である。 

５．解答用紙の一つのます目に一文字ずつ入れること。 

６．字数は８００字以内とする。 

７．解答用紙の指定された欄に，受験番号を記入すること。 

８．配付された解答用紙は，持ち帰らないこと。 

９．配付された問題冊子及び下書き用紙は，持ち帰ること。 
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問題

次に示すのは、リハビリ中の信頼関係について述べたものである。以

下の文章を読み、実際に「信頼関係を育てる」ために、患者および療法

士双方ができることには、どのようなことがあるか、あなたの意見を 800

字以内で述べよ。 

2021 年に発表された研究（Alodaibi ら※）では、腰痛の患者さん 676

人を対象に、リハビリ期間中の信頼関係（治療的同盟）とリハビリ成果

の関係を調べました。 

その結果、リハビリ中間時点での「信頼関係スコア」が高い人ほど、

リハビリ終了時の身体機能や、その改善度が高かったことがわかりまし

た。つまり、「この療法士なら信頼できる」「話しやすい」「リハビリの目

標に納得している」、だから「前向きに取り組める」「継続できる」、結果

として「体もよくなる」という流れが、統計的にも確認されたのです。 

さらに興味深いのは、「患者さんの年齢や性別、初回の機能レベル」な

どとは、この信頼関係スコアがほとんど関係していなかったという点で

す。つまり、信頼関係は「患者さんのタイプ」ではなく、「どう接したか、

どんな関係を築いたか」にかかっているのです。 

※Alodaibi F, et al.: The Relationship of the Therapeutic Alliance to Patient 

Characteristics and Functional Outcome During an Episode of Physical 

Therapy Care for Patients With Low Back Pain: An Observational Study. 

Phys Ther. 2021 Apr 4; 101(4): pzab026. doi: 10.1093/ptj/pzab026. 

出典：リハモ (2025 年 03 月 27 日更新)，「療法士との信頼関係がリハビ

リの効果を高める理由～「人と人」として向き合うことが、から

著作権の関係上、省略します。



だの回復につながる～」（https://rehamo.online/rihamemo/2025

/03/27/1687/）より抜粋、一部改変
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